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バ クテ リア の チオ シ ア ネー ト分解活性 の 従属栄養細菌 に よ る促進
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　1．目的　チオ シア ネー
トは コ

ー
クス 廃液の ような人為的な発 生源だけではな く、 ヒ トの

唾液や牛乳な どをは じめ自然界の様々なと ころに見出されてお り、その分解菌も広 く分布 す

る こ とが予想される 。 これまで研究に供試 されてい るチオシ アネー ト分解菌は、培養条件や

保存方法によっ てその 分解活性が大きく影響を受けるこ とが明らか にな っ て いる賦 自然環

境ではこれ らの 微生物がどの よ うに生存して いる のかにつ い て は報告がない 。 混合培養系の

状態でチオシアネー
ト分解菌と他の細菌がどの ような相互作用を果た して い るの かを調べ る

こ とは、 自然界における微生物を理解するための 知見を 与える ことが期待される 。 本研究で

は、湖水か ら単離されたチ オシ アネー
ト分解菌で あるSY3P 株と、 チ オシ アネ

ー
トを唯

一一
の

基質とする培地で共存 して い た従属栄養細菌SY3H 株を用 い、様々な培養条件にお い てSY3P

株の純粋培養系とSY3H 株との混合培養系によるチオシアネー ト分解の違い、並 びに従属栄

養細菌がチオシアネ
ー

ト分解菌に どの ような影響を及ぼすのか を調べ た 。

　2．方法　 神奈川県相模湖町相模湖の 表層水を採取 し、5rnMにな るようにチオシアネ
ー

ト

を加え集積培養を行っ た 。 チオシアネ
ー

ト分解菌の単離 は無機塩 とチオ硫酸塩を含む寒天 培

地 （SM傭 寒天培地）を用い た。 菌 の培養は密閉容器中でチオシ アネー トを単独基質とする
’
1℃培地 を用い 、 30 ℃ 、 暗所で振盪培養を行っ た。

3．結果お よび考察　相模湖水をチオ シアネ
ー

トで集積 し、その 培養液からSM −Tsk＿天 培

地 を用い てチオ シアネー ト分解するSY3が単離さ れた。 しか し、　SY3株にはB勲 嘱 に属す

る従属栄養細菌が共存して いる こ とが 明 らかとなり、従属栄養細菌であるSY3H 株およ びチ

オ シアネー
ト分解菌で ある 7hわ臨 sp 　SY3P 株を純粋分離した。　SY3P株の チ オシ アネ

ー

ト分解はSY3H 株と混合培養するこ とによ り、チ オシアネー ト分解の 所要時間にお いて 促進

効果が見 られた 。 更に、チオシアネー ト分解が終 っ たSY3P株の 培養液を静置保存する際に 、

SY3H 株が共存する とSY3P株の 生菌数が高 く保たれ た 。
　SY3H株 に よる チオシア ネ

ー
ト分解

促進効果は、SY3P株が対数増殖期の 場合、初期菌密度が6× IO3　CFU ／mi以下の 場合、あるい

は滅菌純水で保存した 場合の いずれ におい て も見 られ た 。 以上 の 結果、SY3H株はチオシ ア

ネー ト分解に伴う蓄積する代謝産物の 有無に関係な く、基質の 存在しない条件下 におい て

緻 3P珠のサ バイバ ル を支持 する こ とが考えられた 。
　daciULrs　sp ．　SY3ua が共存する こ とによっ

て lhicmiitis　sp 　SY3P株の サバイバルやチオシアネー
ト分解活性がよ り安定に繝寺される こ

とを明らか とした。多くの純粋 培養系か ら得 られた情報を複合微生物系に結びつ けるため に

も、微生物問の 相互作用に関する解析は欠かせない研究である と考 えられる。
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